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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

目

次

平成™š年�月Ÿ日 水曜日 (号外第˜™˜号)官 報 (™分冊の˜)
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裁
判
所
は
、
秘
匿
決
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
営
業
秘
密
構
成
情

報
特
定
事
項
（
秘
匿
決
定
に
よ
り
公
開
の
法
廷
で
明

ら
か
に
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
営
業
秘
密
を
構
成
す

る
情
報
の
全
部
又
は
一
部
を
特
定
さ
せ
る
こ
と
と
な

る
事
項
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
名
称
そ
の
他

の
表
現
に
代
わ
る
呼
称
そ
の
他
の
表
現
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
三
条
第
四
項
関

係
）

`

裁
判
長
は
、秘
匿
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

訴
訟
関
係
人
の
す
る
尋
問
等
が
営
業
秘
密
構
成
情
報

特
定
事
項
に
わ
た
る
と
き
は
、
こ
れ
を
制
限
す
る
こ

と
に
よ
り
、
犯
罪
の
証
明
に
重
大
な
支
障
を
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
被
告
人
の
防
御
に
実
質
的

な
不
利
益
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

当
該
尋
問
等
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
二
五
条
第
一
項
関
係
）

a

裁
判
所
は
、
秘
匿
決
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、

証
人
等
の
尋
問
若
し
く
は
供
述
又
は
被
告
人
に
対
す

る
供
述
を
求
め
る
行
為
若
し
く
は
被
告
人
の
供
述
が

営
業
秘
密
構
成
情
報
特
定
事
項
に
わ
た
り
、
か
つ
、

こ
れ
が
公
開
の
法
廷
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
当
該
営
業
秘
密
に
基
づ
く
被
害
者
等
の
事
業
活
動

に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
れ
を

防
止
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、

公
判
期
日
外
に
お
い
て
当
該
尋
問
又
は
被
告
人
の
供

述
を
求
め
る
手
続
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
二
六
条
第
一
項
関
係
）

３

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〔
法

律
〕

〇
不
正
競
争
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
六
二
）

L

〇
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
六
三
）

M

〇
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
係
る
一
般
旅

券
の
発
給
の
特
例
に
関
す
る
法
律（
六
四
）

J
R

〔
政

令
〕

〇
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
期
日
等
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一
項
の

特
例
選
挙
期
日
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
（
一
六
三
）

K
I

〇
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
（
一
六
四
）

K
J

〇
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
係
る
一
般
旅

券
の
発
給
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
一
六
五
）

〔
省

令
〕

〇
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
係
る
一
般
旅

券
の
発
給
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
（
外
務
九
）

K
J

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

K
K

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
厚
生
年

金
基
金
変
更
、
企
業
年
金
基
金
変
更
関
係

O
Q

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
関

係
会
社
そ
の
他

O
R

会
社
決
算
公
告

P
J

◇
不
正
競
争
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第

六
二
号
）（
経
済
産
業
省
）

１

技
術
的
制
限
手
段
の
効
果
を
妨
げ
る
こ
と
に
よ
り
影

像
の
視
聴
等
を
可
能
と
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
等
の

譲
渡
等
に
係
る
措
置

^

不
正
競
争
の
定
義
に
、
技
術
的
制
限
手
段
の
効
果

を
妨
げ
る
こ
と
に
よ
り
影
像
の
視
聴
等
を
可
能
と
す

る
機
能
を
有
す
る
装
置
等
で
あ
っ
て
当
該
機
能
以
外

の
機
能
を
併
せ
て
有
す
る
も
の
を
、
技
術
的
制
限
手

段
の
効
果
を
妨
げ
る
こ
と
に
よ
り
影
像
の
視
聴
等
を

可
能
と
す
る
用
途
に
供
す
る
た
め
に
譲
渡
す
る
行
為

等
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
一
項
第
一

〇
号
及
び
第
一
一
号
関
係
）

_

不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
又
は
営
業
上
技
術

的
制
限
手
段
を
用
い
て
い
る
者
に
損
害
を
加
え
る
目

的
で
、
第
二
条
第
一
項
第
一
〇
号
又
は
第
一
一
号
に

掲
げ
る
不
正
競
争
を
行
っ
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲

役
若
し
く
は
五
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又

は
こ
れ
を
併
科
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
一
条
第
二

項
第
四
号
関
係
）

２

刑
事
訴
訟
手
続
に
お
け
る
営
業
秘
密
の
適
切
な
保
護

に
係
る
措
置

^

裁
判
所
は
、
第
二
一
条
第
一
項
の
罪
に
係
る
事
件

等
を
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て
、
被
害
者
等
か
ら
、

営
業
秘
密
を
構
成
す
る
情
報
の
全
部
又
は
一
部
を
特

定
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
事
項
を
公
開
の
法
廷
で
明
ら

か
に
さ
れ
た
く
な
い
旨
の
申
出
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
範
囲
を
定
め
て
、
当
該
事
項
を
公
開
の
法
廷
で
明

ら
か
に
し
な
い
旨
の
決
定
（
以
下
「
秘
匿
決
定
」
と

い
う
。）を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二

三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
関
係
）

◇
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
法
律
第
六
三
号
）

（
経
済
産
業
省
）

１

通
常
実
施
権
等
の
対
抗
制
度
の
見
直
し

通
常
実
施
権
等
は
、
そ
の
発
生
後
に
そ
の
特
許
権
を

取
得
し
た
者
等
の
第
三
者
に
対
し
て
も
、
そ
の
効
力
を

有
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

冒
認
出
願
等
に
係
る
救
済
措
置
の
整
備

特
許
が
、
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い
者
の
特

許
出
願
に
対
し
て
さ
れ
た
と
き
又
は
共
同
出
願
違
反
に

該
当
す
る
出
願
に
対
し
て
さ
れ
た
と
き
は
、
特
許
を
受

け
る
権
利
を
有
す
る
者
は
、
そ
の
特
許
権
者
に
対
し
て

特
許
権
の
移
転
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。

˜
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